
令和８年３月19日時点

○＝ 対応済・対応中

△＝ 検討中・協議中

●＝ 対応困難

↓

JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等

①十日町駅と長岡駅の間の
直行便の増便及び新潟駅へ
の直通通行

十日町－長岡間の直通運転
を検討する。

1

・Ｈ22.3～　十日町－長岡間直通運行の増便（→長岡駅乗り入れが朝2便に）

△

・帰宅時間帯における
長岡－十日町間の直通
運転増便
・上越線との接続の改
善
・十日町－新潟間の直
通運転新設
の３点について引き続
き検討願う。

バリアフリー化、駅東西方向
のスムーズな移動などの改善
に努める。また自由通路の位
置付けや人工地盤、情報発信
機能、文化施設など駅周辺整
備マスタープランを作成する。

2

・Ｈ22.4　飯山線の所管エリアを長野支社から新潟支社に変更
・都市計画課等と協議の上、駅周辺の整備計画を検討
・十日町駅の高架化について検討し、建設部と協議

△

・十日町駅高架化を含
む駅周辺整備について
引き続き検討を願う。
・大地の芸術祭の里の
イメージにふさわしい駅
舎改修の検討を願う。

雪まつりに合わせたコンコー
ス・待合室美化やペレットス
トーブを導入する。

3

・Ｈ28.12　2号ホーム待合室新築
・Ｈ29.12　改札口自動ドア化
・十日町駅待合室にデジタルサイネージ設置（宮中取水ダム・魚道観察室の
案内動画に加え、十日町市、十日町市観光協会、十日町青年会議所の動画
放映中
・十日町市冬季PR動画の放映を追加
・飛渡第一小学校環境学習ビデオ、新潟ふるさとCM大賞の動画追加
・十日町駅事務室入口に「日本遺産 究極の雪国 とおかまち」の看板設置

○

【取組みの継続】

③十日町駅と森宮野原駅間
に交換施設（行き違い施設）
の設置

飯山線内の交換施設設置を
引き続き検討する。

4

・交換施設設置については、列車本数増の要望と理解
・リゾ－ト列車の運行等、首都圏等からの誘客を実施し、飯山線をご利用され
るお客さまの増加をめざす。お客さまのご利用が増えた場合、設備改良等、
列車本数増について検討する。 △

・飯山線までのアクセス
の利便性向上、観光臨
時列車の運行など乗客
増加のための施策に取
り組むとともに、引き続
き交換施設設置の検討
を願う。

・Ｈ26.5～　新潟が誇る「酒」をコンセプトとした新たなリゾート列車「越乃Ｓｈｕ
＊Ｋｕｒａ」導入
・Ｈ27.4～　おいこっとの運行開始
・R1.5　「越乃Shu*Kura」運行開始5周年イベント実施
・R3.3　「越乃Shu*Kura ONLINE」開催
・越乃Shu*Kura乗客にお酒・料理情報が見れるカード配布
・R3.7～8　越乃Shu*Kura車内放送による観光PR
・R3.9～11　十日町駅を中心としたスタンプラリー開催
・R3.10～12　十日町市フットパスコースを「駅からハイキング」のコースに設定
・R4.4～11　継続設定、R5.4～11継続設定
・R3.10～12 　「駅カード」の新潟エリアに十日町駅を追加
・R3.10、11　びゅうバス商品設定「清津峡、美人林をめぐる里山美食旅」
・R5.4～　「越乃Shu*Kura」「おいこっと」継続運行
・R5　駅からハイキングに「縄文遺跡コース」「きものコース」「十日町まち歩き
コース」を設定
・Ｒ6　冬期間のおいこっと増発、雪まつり開催に合わせた「十日町雪見おい
こっと」運行
・R6.3　新橋駅にて「越乃Shu*Kura」10周年イベント実施
・R6.4～　「越乃Shu*Kura」「おいこっと」継続運行
・R6.5　「越乃Shu*Kura」10周年記念イベント
・R6.8　長岡花火開催に伴う臨時列車運転
・Ｒ7.2　雪まつり開催に合わせた「十日町雪見おいこっと」を土日２本運行
・「越乃Shu*Kura」沿線の駅や観光スポットを巡るデジタルスタンプラリー開催

・R７.4～　「越乃Shu*Kura」「おいこっと」継続運行
・R7.4　「おいこっと10周年記念号」
・R7.5～11　駅からハイキング
・R7.7　十日町駅　団体列車おもてなし
・R7.8　長岡まつり花火大会開催に伴う飯山線臨時列車運転
・R7.11　「おいこっと」（西大滝駅～森宮野原駅延伸開業100周年記念号）
・R8.2　雪まつり開催に合わせた「十日町雪見おいこっと」を土日２本運行

長野駅での新幹線・特急しな
のへの接続等について関係
者間で検討する。また十日町
駅における長野方面と川口方
面との乗継利便性の向上を引
き続き検討する。

6

・「特急しなの」の半数以上で10分程度で乗り換えが可能
・「スノーエクスプレス十日町号（長野－十日町）」等の運行

○

【取組みの継続】

SL導入に対する、設備面の課
題を克服するための調査・検
討を進める。

7

・Ｈ24.11　「SL信濃川ロマン号（長岡－十日町）」の運行
・Ｈ28.1～　飯山駅と長岡駅の間での平成28年秋の運行を目標に、１月からＪ
Ｒ東日本と飯山線沿線地域活性化協議会との間で検討を開始
・Ｈ28.11　飯山・長岡間ＳＬイベント運行 ○

飯山線全線の定期運行
を願う。

大地の芸術祭と連携を図る。

8

・Ｈ24　「リゾートビューアート号」「リゾートビュー大地の芸術祭号」「アートス
テーション号」「ほくほく大地の芸術祭号」の運行
・Ｈ27.7～9　「大地の芸術祭スタート号」「大地の芸術祭ゆめぞら号」「大地の
芸術祭ひまわり号」「大地の芸術祭ファイナル」の運行
・Ｈ30.7～9　「大地の芸術祭号」の運行
・R4.4～11　大地の芸術祭期間中、車両ラッピング、車内広告ジャックを施し
た車両1編成を新潟県内で運行
・R6.7～11　大地の芸術祭期間中、車両ラッピングを施した車両を新潟県内
各線の普通・快速列車で運行
・R6.6～11　「越乃Shu*Kura」での車内案内放送実施
・R6.10　大地の芸術祭特別臨時列車「妻有海里」運行（新潟・十日町間）
　駅、市（文化観光課）、観光協会でおもてなし、報道公開も実施

○

【取組みの継続】

飯山線駅周辺に芸術作品の
制作・展示を行い、イメージを
高め、観光誘客を図る。 9

・Ｈ24　越後田沢駅、下条駅に大地の芸術祭恒久作品を製作
・Ｈ27　土市駅、越後水沢駅に大地の芸術祭恒久作品を製作
・Ｈ30　十日町駅、魚沼中条駅に大地の芸術祭恒久作品を製作
・Ｈ30　土市駅、越後水沢駅での大地の芸術祭恒久作品増設へ協力
・R6　土市駅、越後水沢駅での大地の芸術祭恒久作品増設へ協力

○

各駅舎の利用者用トイ
レの整備を願う。

⑤その他

④長野・飯山―十日町―長岡
の間に、ハイブリットシステム
搭載の新型リゾートトレイン及
びＳＬ（蒸気機関車）の導入

【取組みの継続】

１．飯山線・ほく
ほく線の活性化
を図っていただ
きたい。

要　　望　　事　　項

(1)飯山線及び
接続路線に関し
て

②十日町駅を市の玄関口とし
てふさわしい設備

【資料５】

JR東日本発電取水総合対策市民協議会要望書項目に対する取り組み状況

飯山線にハイブリッドリゾート
列車を導入し観光路線として
PRする。

5 ○



JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等要　　望　　事　　項

・Ｈ22～　ほくほく線への臨時列車乗入れ
・Ｈ24～　「ほくほくぐるり一周号」の運行（ほくほく線一部乗入れ）
・Ｈ27.3　ダイヤ改正にあたり、普通列車は改正前と同様、「上越線」「信越線」
への乗入れは維持。さらに超快速「スノーラビット」の増発
・Ｈ28.3　ダイヤ改正にあたり、北越急行との調整の結果、超快速の増発や北
陸新幹線、上越新幹線との接続改善等を実施
・Ｈ31.3　ダイヤ改正により、朝時間帯の東京方面への所要時間を短縮
・R7.2　特急「ほくほく十日町雪まつり号」運行（新宿・十日町間）
※今回新たに新宿発とした。新宿駅でお見送り、十日町駅でお出迎え実施。
・R7.3　ダイヤ改正により、ほくほく線・飯山線始発列車の接続改善

【取組みの継続】
今後も北越急行の運行
計画をふまえ、継続して
対応を願う。

・R8.2　特急「ほくほく十日町雪まつり号」運行（新宿・十日町間）
・R8.3ダイヤ改正で朝通勤時間帯のほくほく線から飯山線への接続改善

２．電源立地地
域対策交付金
対象地域の法
改正に対する支
援

(1)法改正への
支援及び改正ま
での暫定措置

弊社など自営電力施設に対し
同法を適用する法改正は、極
めて困難と思われます。
弊社として３．の地域振興策
への支援など可能な施策を通
じて地域の皆様に貢献させて
いただきたい。

11

・弊社としては、地元地域と信濃川発電所の共生に向け、十日町市をはじめ
関係の方々のご意見も承りながら、引き続き地域振興策への支援など可能
な施策を通じて地域の皆さまに貢献させていただいているところ。
・電源立地地域対策交付金に関して、将来的に弊社など自営電力施設に対
し、いわゆる電源三法を適用する法改正が行われた暁には、弊社として法に
基づき対応する所存。

●

法が改正された場合は
即時対応することを確
認（市・JR間で協議済
み）

雪まつり、大地の芸術祭等の
イベントへの積極的な協賛・
参加及び首都圏等における宣
伝、旅行商品の展開を行う。

【雪まつり】（毎年の継続の取り組み）
・R7.1　立川駅による雪まつりPR実施
・R7.2　雪まつりへの協賛実施
・R7.2　特急「ほくほく十日町雪まつり号」運行（新宿・十日町間）
※今回新たに新宿発とした。新宿駅でお見送り、十日町駅でお出迎え実施。
・R7.2　「十日町雪見おいこっと号」運行（長野・十日町間）
※今回は土・日２本運転、十日町駅でお出迎え実施。
・Ｒ7.2　メイン会場に「十日町すこやかファクトリー」出店。ＰＲと販売実施。
・Ｒ7.2　商工会議所、商工会議所青年部、十日町駅、信濃川発電所が連携し
駅東口の雪像制作、おもてなし実施。
臨時列車ご利用の方へすこやかファクトリーのお菓子や豚汁、お酒などを振
る舞い、市長、商工会議所会頭、ＪＲ新潟支社長、信濃川発電所長が参加す
る餅まきを実施。

・R8.2　特急「ほくほく十日町雪まつり号」運行（新宿・十日町間）
・R8.2　「十日町雪見おいこっと号」運行（長野・十日町間）※土・日２本
・Ｒ8.2　メイン会場に「十日町すこやかファクトリー」出店。ＰＲと販売実施。
・Ｒ8.2　商工会議所、商工会議所青年部、十日町駅、信濃川発電所が連携し
駅東口の雪像制作、おもてなし実施
臨時列車ご利用の方へすこやかファクトリーのお菓子や豚汁、お酒などを振
る舞い、市長、商工会議所副会頭、ＪＲ新潟支社長、信濃川発電所長が参加
する餅まきを実施

【大地の芸術祭】
・R6.2～3　越後妻有2024冬　PR実施（首都圏、越後湯沢等）
・R6.5　大地の芸術祭への協賛
・Ｒ6.7　宮中取水ダムの流木ウッドチップを作品用に提供
・Ｒ7.1～3　越後妻有2025冬　PR実施（首都圏を中心に関東甲信越で実施）

・大地の芸術祭第９回展　記録集・総括報告書

■Ｒ6.首都圏・新潟でのＰＲ
「新宿ウォール456」、「新宿ＢＢＢ」、「上野広小路口」等大型デジタルサイ
ネージ、首都圏・新潟県内デジタルサイネージ、ウェブサイト「andtrip.jp」、会
員誌「ジパング倶楽部（ＪＲ６社　全国）」、「大人の休日倶楽部（東日本）」、新
幹線社内誌「トランヴェール」（表紙を含めた特集実施）、関東甲信越でのタイ
アップポスター掲出、ＮＥＸや首都圏列車内でのＰＲ、旅行商品造成・販売等
・R6.7　JA魚沼　大地の芸術祭パスポート特典PR協力
・R6.7～10　立川駅・新宿駅でのPRイベント、越後妻有産直市実施■Ｒ6.経団
連地域協創アクションプログラム
・R6.9　大地の芸術祭　株主見学会実施（２回）
・R6.9～10　首都圏本部社員研修にて大地の芸術祭視察
・R6.7　大地の芸術祭を活用した新入社員教育の実施
・R6.9　新潟支社レクリエーションにて大地の芸術祭を鑑賞
・R6.9　首都圏本部レクリエーションにて大地の芸術祭を鑑賞
・R6.9,10　立川統括センター社員レクリエーションにて大地の芸術祭を鑑賞
・R6.10　長岡統括センター管理職社員レクリエーションにて大地の芸術祭を
鑑賞
■Ｒ6.列車関係
・R6.6～11　「越乃Shu*Kura」での車内案内放送実施
・R6.10　大地の芸術祭特別臨時列車「妻有海里」運行（新潟・十日町間）

■協賛
R8.2　大地の芸術祭への協賛

・R4.7、11　大宮駅デジタルサイネージでの十日町市日本遺産情報発信
・R4.9　個人型ワーケーション商品（ベルナティオ宿泊）販売開始
・R4.4～9　大河津分水通水100周年×JR信濃川発電所デジタルスタンプラ
リー開催（市内にスポット設置、観光PR）
・R5.6～8　首都圏を中心にＪＲ東日本全域で「清津峡」をデザインした夏の新
潟の重点宣伝展開実施
・R5.7～8、11～12　大宮駅デジタルサイネージで情報発信（十日町市日本遺
産関係、冬観光PRの映像放映）・R5.10　「産業発信フェア」への協賛、出展実
施。
信濃川発電所、十日町駅、信濃川地域共創事務所で出展、大人の休日倶楽
部や信濃川発電所の説明、地域共創、河川環境の取組み等をご紹介
・R5.10　「越後妻有酒まつり」PR（首都圏、新潟県内等）
・R5.12～　首都圏での大型プロモーション実施（首都圏主要駅、成田エクスプ
レス車内でPR映像）
・R6.3　ＧＡＬＡ湯沢スキーセンター内の新潟観光フェアで十日町ＰＲと妻有
ビールの販売を実施
・R6.7～8、R7.1～2　大宮駅デジタルサイネージで情報発信（十日町市日本遺
産関係、大地の芸術祭冬のPR映像放映）
・R6.6　上越新幹線利用促進特別企画乗車券設定・夏旅キャンペーンの実施
・R6.7　駅舎や鉄道施設などをホテルのフロントとして活用した「沿線まるごと
ホテル」事業の視察
・R6.12～R7.1　冬の清津峡を127箇所のデジサイにてPR
・R7.1～3　冬の二次交通バス運行を首都圏のデジサイにてPR
・R7.1～2　首都圏の駅やWEB媒体、SNSにて十日町エリアプロモーションを
実施
・R7.1　大宮駅にて冬の新潟、十日町観光PR
・ワーケーション商品の提供（個人、企業）、Ｒ6.9利用促進を目的とした雑誌
広告掲載
・R7.5、R7.11　首都圏のデジタルサイネージを活用したエリアプロモーション
・R7.6　立川駅社員十日町視察
・R7.7　関口市長　立川駅表敬訪問
・R7.7～8、R8.1～2　大宮駅デジタルサイネージでの情報発信
・R7.8　関口市長　ジャパンレールカフェ視察
・R7.9～清津峡二次交通バスの情報発信・首都圏PR（新潟支社）
・十日町市でのワ―ケーションパスの販売の継続
・R7.9　2025年度　新潟支社レクリエーションの開催
・R8.1　横浜支社地域共創部社員　十日町視察

信州デスティネーションキャン
ペーンにおける十日町地区の
宣伝強化及び観光誘客を図
る。

13

・新潟、信州デスティネーションキャンペーンで十日町地区の宣伝強化・観光
誘客
・Ｈ30.10～11　農家レストラン列車を十日町駅まで延伸
・Ｈ30.10～12　新潟県・庄内エリアプレデスティネーションキャンペーン開催
・R1.10～12　新潟県・庄内エリアデスティネーションキャンペーン開催

○

【取組みの継続】

○

３．地域振興策
への支援

北越急行株式会社と協議の
上、利用状況等を勘案して、
直通サービス等を検討する。

10

(1)交流人口増
加に資する取り
組み及び支援

○

【取組みの継続と拡大】

１．飯山線・ほく
ほく線の活性化
を図っていただ
きたい。

(2)ほくほく線の
乗り入れに関し
て

12



JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等要　　望　　事　　項

・Ｈ26.9～　すこやかファクトリー（製造工場）本格稼働
・R4.3　十日町産かぼちゃ（くりゆたか）と十日町産コシヒカリ米粉をを使用した
新商品「スイートカボチャ」を開発、首都圏の土産物店「HANAGATAYA」で販
売開始
・R4.9　田沢小学校、R5.2西小学校、工場見学
・R4.10　「まちの産業発見塾」への出展
・R4.12　十日町地域用クリスマスケーキ販売
・R4.12　JRグループ法人向けギフトセット販売開始
・R5.6～　すこやかファクトリーのリニューアル工事
・「笹川流れの塩ブラウニー」を団体専用臨時列車「カシオペア紀行」へ提供、
首都圏、JREMALL等で販売
・「スイートカボチャ」を市内で販売開始
・R5.10　株主見学会実施の際、すこやかファクトリー工場見学、説明実施
・R5.12　クリスマスケーキ販売
・R6.1　Suicaのペンギン「米粉と豆乳チョコクリームケーキ」販売開始および十
日町市ふるさと納税返礼品としても取り扱い開始
・R6.3　Suicaのペンギン「魚沼コシヒカリの米粉クッキー缶」の販売開始
・R6.3　「笹川流れの塩ブラウニー」を東京駅で販売、はこビュン利用

・R6.4　「カシオペア笹川流れの塩ブラウニー」ギフトボックスをJRE MALLや
楽天市場、ふるさと納税サイトや道の駅クロステンでも取り扱い・販売開始
・R6.6　「六菓」発売開始
・R6.7～8　大地の芸術祭開催にあわせて、モノコトワークショップ作品を展示
・R6.4～　「里山食堂」「まつだいふるさと会館」「ミオンなかさと」にて販売拡大
・R6.9　すこやかファクトリー10周年記念イベント（ケーキ作り体験、新商品販
売）を信濃川発電所　千手発電所一般公開と併せて実施
・R6.10　新ブランド「TOIRO」販売開始、JRE MALLや楽天市場、ふるさと納税
サイトや道の駅クロステンでも取り扱い
・R6.10　まちの産業発見塾への参加

・R7.4　米粉ろおるがジャパン・フード・セレクションを受賞
・R7.4　JREMALLでの十日町市ふるさと納税PR
・R7.6　JREMALL　すこやかファクトリー商品PR
・首都圏での産直市を実施　継続
・年間　戸塚駅、立川駅での十日町PR・産直市の実施
　はこビュンでの志んこ餅等の販売。
・R7.6～11　米粉ろおるが　銀座　新潟情報館、JAベジパークで販売開始
・R7.10　「TOIRO」クリスマスケーキ販売
・トランヴェール10月号でのすこやかファクトリー取組紹介記事掲載
・R7.10　まちの産業発展塾に参加
・R7.11　十日町応援団交流会への商品提供
・R7.12　十日町市帰省バス協賛
・R7.12　立正佼成会での商品販売
・R8.1　すこやかファクトリー　商工会議所入会
・R8.1　新商品「FRUITS　SNOWBALL」販売開始
・R8.1　「米粉ろおる」の自動販売機を東京駅新幹線ホームに設置

・R2.10～　「ＪＲＥ　ＭＡＬＬふるさと納税」サイトで十日町市の掲載開始。返礼
品として十日町産魚沼コシヒカリ、へぎそば、日本酒等を取り扱い
・R4.5～11　JA東京アグリパークで開催の「越後妻有産直便」のPR協力（3
回）
・R4.4～R5.3　首都圏駅で「うまさぎっしり新潟産直市」を開催（13回）
・R4.10　錦糸町ステーションビルで「十日町フェア」を開催
・R5.5～11　JA東京アグリパークで開催の「越後妻有産直便」のPR協力（3
回）
　新幹線輸送「はこビュン」を利用して朝採りアスパラの販売
・R5.4～R5.7　主要駅で「うまさぎっしり新潟産直市」を開催（6回）
・R5.8　上野駅で「のものマルシェ」開催、枝豆等販売、はこビュンを利用
・R5.10～12　藤沢駅で産直市（2回）
・R5.12　目黒駅で十日町マルシェ開催
・Ｒ6.3　ＧＡＬＡと妻有ビールコラボ商品を開発、ＧＡＬＡで販売
・R6.4　クロステンと連携し大宮駅新潟産直市、新幹線荷物輸送「はこビュン」
実施
・R6.4～R7.2　クロステン・JR商事等と連携し首都圏の駅で十日町産直市を実
施（上野駅、立川駅、戸塚駅、藤沢駅、目黒駅、川口駅、高輪ゲートウエイ等
で毎月実施、Ｒ6年度は３２回実施）
・R6.6～11　JA東京アグリパークで開催の「越後妻有産直便」のPR協力（3
回）
・R6.8　銀座・新潟情報館「THE NIIGATA」での十日町産品販売開始
※十日町産の精米商品や十日町産コシヒカリを使用したおにぎり、十日町す
こやかファクトリーのお菓子なども銀座で販売

・R7.4～11　クロステン・JR商事、JR東日本クロスステーション等と連携し首都
圏の駅で十日町産直市を実施（立川駅、戸塚駅、藤沢駅、目黒駅、東京駅等
１６回実施）
・R7.11　東京駅で初めてとなる新米PRイベント実施（農林課、JR東日本クロ
スステーション、JA魚沼、クロステン）。新幹線輸送「はこビュン」を活用した新
米販売も実施。
・R7.11　銀座・新潟情報館THE　NIIGATAでの十日町PRイベント実施。新幹
線輸送「はこビュン」を活用し十日町の新蕎麦を販売

地域関係　①JR飯山線横断
用排水施設の不備による、溢
水被害及び維持管理に支障
ある施設の改良

16

　

○

【対応済】

地域関係　②ほ場内JR配電
線ケーブルの撤去又は地中
埋設（市道・農道・歩道予定
地）

17

Ｈ27電線、電柱の撤去は終了。
残っていた高島大橋の道路下の埋設管路の撤去はH28.7に施工完了。
なお撤去箇所に変状がないことを後確認し、Ｈ28.11工事竣工 ○

【対応済】

地域関係　③浅河原調整池が
存在するために、浅河原川・
宮澤川・樽沢川が一級河川に
指定されない不利益への対応

18

・新潟福島豪雨による浅河原川被災部分の復旧実施
・流雪溝用水等については、地区と協議し、方向性を提示

△

市の今後の流雪溝網整
備計画に合わせ、必要
な流雪溝用水の確保の
実行。

地域関係　④宮中地区では放
流等によって騒音や振動など
の環境悪化が続いている。そ
の緩和に向けての改善

19

・騒音測定実施済
・取水トンネル入口付近で防音壁改修工事を実施

○

【対応済】

地域関係　⑤宮中黄桜の丘に
休息場を兼ねた案内PR館設
置 20

・黄桜の丘公園の整備は完了

○

【対応済】

魚沼コシヒカリ等の十日町の
豊かな食材等の新聞や雑誌
等を通じたPR、首都圏駅ビル
等での販売を支援する。

【取組みの継続】
東京駅や企画列車など
での販売等、オリジナ
ル商品の販路拡大に取
り組み、常時雇用の従
業員数を最大50人雇用
することを願う。

15

【取組みの継続】

３．地域振興策
への支援

(2)地域経済に
関する貢献

食材工場の進出を考えている
が、市や関係者と相談しなが
ら具体的な検討を進める。

○

(3)地元農産物
の販売イベント
等地域のPR活
動への支援

14

４．地域・各種団
体要望に関して

(1)鉄道、発電施
設の存置に起
因する弊害につ
いて、関係地
域、各種団体と
誠意をもって協
議し、問題解決
にあたる。

関係の皆様とそれぞれ誠意を
持って協議し、問題解決に努
力してまいります。

○



JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等要　　望　　事　　項

地域関係　⑥千手放水路に架
設されている市道橋について
の架け替えを支援

21

・市において県・地元を含めての全体計画をまとめてもらい、その中で協力す
る。
・Ｈ27　友重道路橋の架け替え、千手道路橋撤去で合意。友重道路橋詳細設
計
・Ｈ28.11　友重道路橋新設部分の工事に着手
・Ｈ30.10　友重道路橋新設部分完成
・Ｈ30.11　伊友集落会主催により渡り初め、竣工祝賀会を実施
・R1.5　旧友重道路橋、千手道路橋撤去施工完了

○

【対応済】

地域関係　⑦友重放水路の仮
通路が違法建築物と指摘され
ていることもあり、その解決策
として(仮)小根岸橋の建設を
100％ＪＲで実施

22

・Ｈ25.9　小根岸橋を設置

○

【対応済】

十日町土地改良区　①内島用
水分を水利統合しＪＲ補償用
水エリアに編入、導水施設の
新設及び現取水施設撤去、そ
して幹線用水路改修
（L=810m）

23

・導水施設の改修及び維持管理を実施

〇

【対応済】

十日町土地改良区　②Ⅰ・Ⅱ
期水路トンネル掘削工事にと
もなう農業用水減水補償が全
くない。地元ではため池・揚水
機の新設などで対応（姿安養
寺・吉田平場）している。

24

・ＪＲ東日本として国鉄時代の補償は不可能
・水量不足対策としてかんがい用水施設の新設、ため池改修を実施

○

【対応済】

十日町土地改良区　③山谷用
水（集水渠による伏流水取水）
は信濃川の流量不足により許
可水量の取水が出来ない。

25

・水源振替に係る事務的支援
・揚水施設の改修及び維持管理
・水量不足対策として深井戸の新設
・Ｈ27　旧揚水機場等を撤去するためＪＲ東日本と十日町改良区の間で準備
中
・Ｈ28.9　ＪＲ東日本と十日町土地改良区の間で撤去に関する協定を締結（旧
揚水機場の撤去工事は十日町土地改良区で実施）
・Ｈ29.3　旧揚水機場の撤去完了

○

【対応済】

十日町土地改良区　④小泉用
水（浅河原調整池から揚水）
は毎日５時間程度減水により
取水不能となっている。

26

・Ｈ24.5　西浅河原揚水所新設
・揚水施設の改修及び維持管理
・水量不足対策として深井戸の新設
・不要となる既存施設の撤去

○

【対応済】

十日町土地改良区　⑤姿・安
養寺地区では、ため池改修及
び維持管理、農業用水水源確
保

27

・水量不足対策として深井戸の新設
・かんがい用水施設の新設
・ため池改修及び維持管理 ○

【対応済】

十日町土地改良区　⑥吉田北
部地区では、山谷・小泉・樽沢
地区の揚水施設統合新設維
持管理と現施設撤去等

28

・Ｈ24.5　西浅河原揚水所新設
・揚水施設の改修及び維持管理
・不要となる既存施設の撤去 ○

【対応済】

十日町土地改良区　⑦稲葉地
区の中野堤改修及び維持管
理等 29

・水量不足対策として深井戸の新設池改修を実施

○

【対応済】

十日町土地改良区　⑧吉田南
部（南北鐙坂・高島）地区で
は、揚水施設新設維持管理等 30

・Ｈ24.5　西浅河原揚水所新設
・揚水施設の改修及び維持管理

○

【対応済】

31

・十日町かんがいの地上権の再設定について関係地権者と協議中（一部の
方について協議継続）

○

【対応中】

32

・Ｈ27　導水路トンネル部分について測量等を実施し、区分地上権の設定に
ついて関係地権者と協議中

○

【対応中】

川西土地改良区　①ＪＲ千手
発電所放水路にある水管橋
の代替施設の整備。ＪＲ施設
内の施工はＪＲで負担。また
既存施設を撤去

33

・パイプラインを整備
・既存施設を撤去

○

【対応済】

川西土地改良区　②友重ポン
プから揚水している農業用水
の山腹水路が老朽化しており
改修又は、水管橋の新設につ
いて地元調整を行い改善。
小根岸ポンプも山腹側管路の
法面崩落が懸念されているた
め改修

34

・水路・送水管の改修

○

【対応済】

川西土地改良区　③千手第１
揚水場から中継ポンプ場への
農業用水路及び消雪用水の
余水が川西土地改良区管理
の排水路に排出されコンク
リート柱や壁が劣化している
ため改修（約700ｍ）

35

・改修に係る費用負担

○

【対応済】

川西土地改良区　④千手横坑
及び取安横坑などの坑内のコ
ンクリート壁にクラック等の修
繕 36

・川西土改との覚書に基づく対応（技術的助言）

○

【対応済】

川西土地改良区　⑤第5期工
事で大谷溜池への流入量が
少なくなった。補償でのポンプ
だけでは足りず長福寺ダムか
ら隧道を通過させ営農してい
るが、隧道の老朽化が激しく
中に入れない状況。将来改修
する際には修繕を支援

37

・第5期工事で補償済のため対応困難

●

5期工事分として補償済
のため対応困難である
ことは了解済

十日町土地改良区　⑨十日町
下島及び中条地区では、補償
用水送水暗渠施設地上権の
再設定と法的に地上権設定
が必要な箇所について、地上
権の設定（導水路トンネルⅠ
～Ⅴ期、補償用水送水管等）

４．地域・各種団
体要望に関して

(1)鉄道、発電施
設の存置に起
因する弊害につ
いて、関係地
域、各種団体と
誠意をもって協
議し、問題解決
にあたる。

関係の皆様とそれぞれ誠意を
持って協議し、問題解決に努
力してまいります。



JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等要　　望　　事　　項

川西土地改良区　⑥千手第１
用水場から沖立・伊友地区へ
の配水施設改修にあたり協力
（用地・事業費等）

38

・川西土改で計画取り止めを決定

○

【対応済】

川西土地改良区　⑦第３期・
第４期工事による、上野・橘地
区の減水対策 39

・ため池改修
・排水管取り替え
・ポンプ更新での対応 ○

【対応済】

中里土地改良区　①昭和４４
年清津川揚水機場ポンプ揚
水の水利権取得に際し、減電
補償として支払った一時金の
うち農家負担分の返還

40

・農家負担分返還

○

【対応済】

その他農業関係　①遊休水利
権となった上島・向島堰撤去
についてＪＲ東が協力するとい
う約束の履行

41

・施設撤去に係る費用負担

○

【対応済】

中魚沼漁業協同組合　①一般
の電力事業者が減水の影響
により実施している漁業協同
組合への支援

42

・施設改修への費用負担
・稚魚放流は継続実施

○

【取組みの継続】

「市民協働の森」整備構想【十
日町市民スキー場跡地周辺
（約10ha）】に、弊社の「信濃川
沿川の森づくり」の運動として
参画します。

43

・Ｈ25.9　ＪＲ本社事業「信濃川ふるさとの森づくり」実施
・「市民協働の森づくり」令和４年度で終了

○

【対応済】

流雪溝網拡大については、関
係の皆様のお話を伺いたいと
考えていますが、信濃川から
の取水の場合、新たな水利権
取得が必要となり、極めて難
しいと予想されます。

44

・流雪溝網の拡大について市と協議中。市の地区別の具体的な計画を受け
て、可能な対応について今後、検討
・Ｈ27.12　既設の流雪溝の供給時間の拡大を実施

△

市の今後の流雪溝網整
備計画に合わせ、必要
な流雪溝用水の確保の
実行。

信濃川の水が首都圏の鉄道
動力源になっていることを、駅
ポスター、車内吊りポスター等
の鉄道広告媒体やテレビＣ
Ｍ、新聞・雑誌広告等など、
様々な広告媒体を使って首都
圏等のお客さまにＰＲしていき
ます。

45

・信濃川およびＪＲ東日本信濃川発電所ＰＲ「自然と地域が共生できる鉄道
へ」
・テレビＣＭ、ポスター、トレインチャンネル、新聞・雑誌広告
・Ｈ25.12～　なかさと清津スキー場での「信濃川ふるさとの森づくり」（Ｈ25.9）
の様子をメインにした新たな環境ＣＭを首都圏等で放映
・R6.3　信濃川発電所が首都圏の動力源になっていることや地域共創の取組
み等について広告展開を実施。ポスターを関東甲信越エリアの主要駅に掲
出しＰＲしたほか、新潟日報にも新聞広告掲載を実施。
・Ｒ7.3　信濃川発電所の河川環境の取組みについて、首都圏（デジタルサイ
ネージや列車内ビジョン等）、新潟エリア（新潟日報広告掲載、十日町市内新
聞社への広告掲載等）でのＰＲを実施

○

【取組みの継続】

【取組みの継続】

・R7.4　宮中取水ダム魚道観察室　開室　4/20～
・R7.4　小千谷発電所一般公開でのすこやかファクトリー及び信濃川発電所
の河川環境の取組PRを実施
・R7.5　千手発電所更新完成記念式典
・R7.5　三鷹駅北口商店街　信濃川発電所　十日町視察
・Ｒ7.6　信濃川の河川環境と水利使用の調和に関する覚書の調印の実施
・R7.6　第２回　JR信濃川発電所に係る河川検討協議会の開催
・R7.6～7　環境モニタリング調査
・R7.6　十日町市建設部信濃川発電所見学（20名程度）
・R7.7　十日町市議会　信濃川発電所（宮中、千手）視察（7名）
・R7.7　信濃川発電所・信濃川地域共創事務所活動報告　新聞等掲載
・R7.9　サケトラップの設置及び報道公開
・R7.9　千手発電所一般公開＆すこやかファクトリー合同イベント実施
・R7.10　サケの捕獲調査
・R7.10　十日町ロータリークラブ　千手発電所見学（25名）
・R7.12　第3回　JR信濃川発電所に係る河川検討協議会の開催

○

信濃川発電所が地域に開か
れたものとなるよう共生策を
検討してまいります。

５．その他

(2)信濃川の水
が首都圏の鉄
道動力源になっ
ていることを、利
用者に周知する
とともに、地域に
開かれ、親しま
れる発電所づく
り

(1)信濃川の水
源確保と流雪溝
網の拡大への
支援

４．地域・各種団
体要望に関して

(1)鉄道、発電施
設の存置に起
因する弊害につ
いて、関係地
域、各種団体と
誠意をもって協
議し、問題解決
にあたる。

関係の皆様とそれぞれ誠意を
持って協議し、問題解決に努
力してまいります。

46 ・宮中取水ダム放流量公開
・放流量表示器の設置（５箇所）→第2揚水機場表示器改修「大型化」
・自社ホームページ（ＰＣ・携帯）掲載
・エフエムとおかまちでの情報提供（放流量・信濃川発電所情報）
・魚道観察室の情報発信強化（自社ホームページ（えきねっと）、他社ホーム
ページ（ＪＲ西日本おでかけねっと、ｙａｈｏｏ！）掲載
・エフエムとおかまちで、魚道観察室開室、サケ、アユ遡上情報を放送
・市内新聞社やORADOKOマガジンにて信濃川発電所・共創事務所活動報告
・R4.10　宮中取水ダム・千手発電所設備見学会
・R4.10　宮中取水ダムでサケ遡上調査見学（飛渡第一小学校、田沢小学校）
・R5.7　吉田中学校、鐙島小学校へ信濃川発電所出前授業実施
・R5.10　宮中取水ダム・千手発電所設備見学会
・R5.10　サケトラップの設置、報道公開
・R5.10　株主発電所見学会の開催
・R6.3　信濃川発電所が首都圏の動力源になっていることや地域共創の取組
み等について広告展開を実施。ポスターを関東甲信越エリアの主要駅に掲
出しＰＲしたほか、新潟日報にも新聞広告掲載を実施。
・R6.4　エフエムとおかまちにて魚道観察室の紹介、PRを実施
・R6.4　小千谷発電所一般公開での信濃川発電祖の地域共創の取組PR
・R6.5　十日町市議会議員　信濃川発電所視察
・R6.7　新潟県上下水道局関係者　信濃川発電所見学
・R6.7　信濃川発電所出前授業（田沢小学校）
・R6.9　第1回「JR信濃川発電所に係る河川環境検討会」の開催
・R6.9　サケトラップの設置、報道公開
・R6.9　千手発電所一般公開
・R6.10　新潟県地域振興局関係者　信濃川発電所見学
・Ｒ7.3　信濃川発電所の河川環境の取組みについて、首都圏（デジタルサイ
ネージや列車内ビジョン等）、新潟エリア（新潟日報広告掲載、十日町市内新
聞社への広告掲載等）でのＰＲを実施



JR東日本の回答
通し
番号

これまでのＪＲ東日本の対応
進捗状

況
今後の要望等要　　望　　事　　項

・宮中取水ダム魚道改築工事、魚道観察室の設置
・サケの稚魚放流実施
・宮中取水ダム周辺公園整備
・黄桜の丘公園に安全柵設置、トイレ、ライトアップ設備、案内看板、ステージ
等の整備を実施
・Ｈ27　魚道観察室付近の公園整備に向け、借用していた土地の購入を計画
していたが、中止。復田して返却
・Ｒ2.10 宮中取水ダムイベント開催（サケの遡上観察、ダム見学、模擬店等）
・R3.3　サケ稚魚放流祭（貝野小学校課外授業）
・R4.3　サケ稚魚放流祭（田沢小学校）
・R5.3　サケ稚魚放流祭（田沢小学校）
・R6.3　サケ稚魚放流祭（田沢小学校）
・R7.3　サケ稚魚放流祭（田沢小学校）

・R8.3　サケ稚魚放流祭（田沢小学校）

・千手発電所展望広場を桜開花時期に併せて一般開放
・千手発電所、小千谷発電所一般公開
・「駅からハイキング」商品化（十日町駅～緑道～千手発電所等）
・Ｒ2.11　千手発電所報道公開
・Ｒ6.9　千手発電所一般公開・すこやかファクトリー１０周年イベント実施。

・R7.9　千手発電所一般公開＆すこやかファクトリー合同イベント実施

49
・東日本鉄道文化財団地方文化事業支援
　上川手歌舞伎保存伝承事業
　新保広大寺節保存伝承事業

○

・土市駅ホーム通路のスロープ改修
・五嶋龍ヴァイオリンリサイタルの開催

・パネル展「自然と地域と共生できる鉄道へ」開催
・信濃川みんなで川ごったくへの協力
・宮中取水ダムでのイベント開催
・飯山線等の運行情報の提供、新潟支社HPで在来線列車運行情報の提供
・「公共空間クリーンアップパートナー事業」への参画
・「十日町クリーン作戦」「十日町地域信濃川クリーン作戦」への参加
・水辺の楽校　アレチウリ駆除参加
・黄桜の丘桜まつり短歌会参加
・十日町市内小学生授業「河川環境教育」への協力
・「節黒城跡山開き祭」への参加
・「清津ピクニックコンサート」への協力
・「ツールド妻有」へのボランティア参加、開催記念イベントの協力
・「平成25年度十日町市施設見学会」への協力
・「越後妻有　雪花火」サポーターへの参加
・「のっとれ！まつだい城」への参加
・「全国植樹祭」への参加
・清田山キャンプ場へチップ材加工の木材を譲渡
・為永踏切改良工事
・R5.9「ツールド妻有」への誘導案内スタッフ参加、すこやかファクトリーお菓
子提供
・大人の休日倶楽部会員へ十日町市のふるさと納税についてPR
・米国「トラベルメディア」で信濃川発電所の情報発信
・ガタガタニイガタキャンペーンの賞品に松之山温泉の商品提供

・R6.3　十日町カップクロスカントリースキー大会への協賛
・R6.3　越後まつだい冬の陣への協賛および社員のイベント参加
・Ｒ6.3　松之山温泉スキー場カーニバルへの協賛
・R6.3　GALAスキーセンター内にて開催した新潟観光フェアにて、大地の芸
術祭PRを実施
・Ｒ6.3　ＧＡＲＡスタッフを対象に十日町市観光協会臨時職員募集への告知協
力を実施
・R6.5　十日町青年会議所主催「第39回わんぱく相撲」へすこやかファクトリー
のお菓子を協賛、PR協力
・R6.8　「ツールド妻有」への協力、公式ジャージへの企業ロゴ記載協賛、誘
導員ボランティア、すこやかファクトリーのお菓子や飲料水配布を実施
・R6.9　十日町市スポーツコミッション　アルビレックス新潟レディースの試合
で、すこやかファクトリーのお菓子を協賛
・Ｒ7.3　雪原カーニバルなかさとへの協賛
・Ｒ7.3　越後まつだい冬の陣への協賛および社員のイベント参加

・R7.5　十日町青年会議所（JC）主催　第40回わんぱく相撲への協賛
・R7.8　「ツールド妻有」への協力
・R7.10　越後まつだい冬の陣クラウドファンディングにすこやかファクトリーが
協力
・Ｒ8.3　越後まつだい冬の陣への協賛および社員のイベント参加
・Ｒ8.3　雪原カーニバルなかさとへの協賛

○ 42

△ 6

● 2

50

宮中取水ダム周辺の設備改
善（魚道見学施設、黄桜公園
整備等）およびミオン中里と連
携した新たな観光拠点整備

47 △

「宮中ダム周辺整備基
本計画」を基本に、宮中
ダム周辺の公園施設等
の再整備など可能な協
力を願う。

５．その他

50 ○

ＪＲ千手発電所の一部を一般
開放できる桜公園として整備
および十日町駅から緑道を通
じた一体の散策ルートとする
新たな観光拠点整備

48 ○

【取組みの継続】

(3)その他

(2)信濃川の水
が首都圏の鉄
道動力源になっ
ていることを、利
用者に周知する
とともに、地域に
開かれ、親しま
れる発電所づく
り


